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もっと ニュース

人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

宮之城歴史資料センターで防災訓練

薩摩心酔会　町へ２万円寄付

　１月２９日，文化財防火デーとして宮

之城歴史資料センターで防災訓練を行い

ました。消防本部，虎居分団が参加し，

万一に備えました。全国的に文化財防火

運動が展開されていますが，文化財を火

災・震災その他の災害から守るためには，

町民皆様の連携・協力が必要です。

　２月１４日，薩摩心酔会が役場を訪れ，

町へ２万円寄付されました。薩摩心酔会

は「地元に愛される焼酎を」を合い言葉

に有志が集い誕生しました。その思いを

託され生まれた焼酎が「薩摩心酔　力三」

です。町内の飲食店の方々や皆様方に広

くご愛飲いただけるようになった感謝の

気持ちと少しでも郷土に恩返しをしたい

との想いから，今回寄付をされました。

　
２
月
１６
日
、
鶴
田
中
央
公
民
館

で
「
第
６
回
す
く
す
く
た
け
の
こ

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
鶴
田
小
学

校
区
青
少
年
健
全
育
成
推
進
委
員

会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
の
も
で
、

鶴
田
小
学
校
器
楽
部
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
演
奏
の
後
、
「
私
の
意
見
・

特
技
の
発
表
」
と
し
て
鶴
田
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
同
校
出

身
の
高
校
生
な
ど
に
よ
る
舞
台
発

表
や
、
特
別
出
演
と
し
て
指
宿
市

山
川
町
の
「
山
川
ツ
マ
ベ
ニ
少
年

太
鼓
」
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
農
業
団
体
や
民
生

委
員
、
高
齢
者
は
、
出
演
者
や
ス

タ
ッ
フ
の
昼
食
と
し
て
、
お
に
ぎ

り
や
そ
ば
の
提
供
を
し
ま
し
た
。

　
１
月
２７
日
、
鶴
田
中
央
公
民
館

で
第
３
回
さ
つ
ま
町
女
性
大
会
が

開
催
さ
れ
、
女
性
団
体
な
ど
か
ら

約
２
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
の
西
之
園
智
保
会
長
が
「
女
性

の
英
知
を
結
集
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ら
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

９
つ
の
構
成
団
体
が
「
３
６
５
歩

の
マ
ー
チ
」
の
曲
に
合
わ
せ
、
趣

向
を
凝
ら
し
て
団
体
紹
介
を
行
い
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
つ
る
だ
同
朋
保
育

園
園
長
で
法
城
寺
住
職
の
副
直
子

さ
ん
が
、
子
ど
も
へ
の
し
つ
け
や

子
ど
も
の
た
め
に
時
間
を
か
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
保
育
園
の
仕
事

を
通
し
て
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

山
本
芳
子
さ
ん
か
ら
は
、
食
育
の

大
切
さ
と
免
疫
力
を
高
め
る
食
事

に
つ
い
て
活
動
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

講演をする副直子さん

女性の英知を結集しよう
第３回さつま町女性大会

す
く
す
く
と

す
く
す
く
た
け
の
こ
の
集
い

　
２
月
１２
日
、
本
町
立
地
企
業
で
半

導
体
製
造
の
組
み
立
て
な
ど
を
行
う

ア
ロ
ン
電
機
株
式
会
社
が
、
第
１４
回

鹿
児
島
商
工
会
議
所
産
業
経
済
賞
特

別
賞
の
副
賞
２０
万
円
を
町
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
顕
彰
は
、
鹿
児
島
商
工
会
議

所
が
主
催
す
る
も
の
で
、
鹿
児
島
県

の
産
業
振
興
や
経
済
発
展
に
著
し
い

貢
献
を
し
て
い
る
企
業
や
団
体
な
ど

へ
贈
ら
れ
ま
す
。

特別出演の「山川ツマベニ少年太鼓」太鼓演奏

女性の英知を感じる趣向を凝らしたオープニング

町へ特別賞副賞　全額寄付
アロン電機株式会社

井上町長へ寄付をするアロン電機

株式会社総括部リーダーの蕨野登

起子さん（右）
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がんばれ 認定農業者!!　シリーズ
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さつま町平川

今別府　博樹 さん
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　今別府さんは，水稲２haと生産牛１４頭の複合

経営をされています。

　認定農業者に認定されて，今年で３年になりま

す。認定当初に立てた牛の増頭計画も順調に進ん

でいるそうです。生産効率を上げるため，３日離

乳による生産に取り組まれています。また，平川

地区農作業受託組合の組合員として，荒廃地が増

えぬよう，地域農業を守るため，農作業受託もさ

れています。

　今別府さんは「年間を通じて子牛価格も安定し

ているので，今後も増頭とコスト低減を図りなが

ら，経営の向上・安定に努めて魅力ある農業を目

指したい」と話されました。

　
昨
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

組
織
さ
れ
た
「
一
ツ
木
営
農
組
合
」

と
「
白
男
川
地
区
農
作
業
受
託
組

合
」
の
２
つ
の
集
落
営
農
組
織
が
、

営
農
を
開
始
し
て
か
ら
初
め
て
の

総
会
を
１
月
２７
日
と
３０
日
に
そ
れ

ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
一
ツ
木
営
農
組
合
」
は
、
４６

人
の
構
成
員
で
、
区
画
区
分
さ
れ

た
集
団
転
作
の
循
環
形
態
の
ブ
ロ

ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
水

稲
・
サ
ト
イ
モ
・
大
豆
・
飼
料
な

ど
を
作
付
け
さ
れ
、
組
合
名
で
販

売
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
白
男
川

地
区
農
作
業
受
託
組
合
」
は
、
９

人
の
構
成
員
で
、
約
１２ 
ha
の
水
稲

の
作
業
受
託
と
販
売
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
久
富
木
区
大
長
集
落
で

は
、
１
月
２０
日
に
大
長
地
区
農
作

業
受
託
組
合
が
設
立
さ
れ
、
求
名

区
戸
子
田
集
落
に
お
い
て
は
、
戸

子
田
農
地
組
合
（
農
用
地
利
用
改

善
組
合
）
と
戸
子
田
農
作
業
受
託

組
合
の
設
立
総
会
が
２
月
９
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
用
地
利
用

改
善
組
合
と
し
て
は
、
町
内
で
１０

番
目
の
設
立
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
、
他
の
地
区
に
お
い
て

も
、
農
用
地
利
用
改
善
組
合
や
集

落
営
農
組
織
の
設
立
に
向
け
て
話

し
合
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

サトイモの収穫作業（一ツ木営農組合）

追跡 集落営農の動き


